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	█決算を受けての FISCOアナリストコメント

・	2024 年 3月期の営業赤字転落（上期における開発遅延案件に加え 、新プロダクト「APPBOX」に係る
先行投資が影響）から一転、2025 年 3月期は営業利益で黒字転換。

・	ディップと新たなDXサービスを共同で創出するための資本業務提携も進み始め、2026 年 3月期は通
期で寄与する見込みと、利益の再拡大基調が確認できた。

・	2027 年 3月期はオーガニック成長だけで調整後営業利益 5億円以上が計画されており、実現の確度が
上がるとともに、時価総額で約 38億円は修正される可能性を感じる。
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	█出演者

株式会社アイリッジ 小田　健太郎様代表取締役社長
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	█決算説明

2025年3月期通期決算説明資料
＋事業計画及び成長可能性に関する事項

2025/5/9

株式会社アイリッジ
(証券コード：3917)

皆様、こんにちは。株式会社アイリッジ代表取締役社長の小田健太郎です。

本日は弊社の決算説明会にご参加いただき、誠にありがとうございます。

さっそく本日開示した決算説明資料に沿ってご説明いたします。まずは通期決算の業績について、続いて

2026 年 3月期以降の事業計画について説明します。

売上高は前年同期比+17.4％の6,708百万円、
調整後営業利益は259百万円と修正後の業績予想に対して計画超過で着地。

• 全てのセグメントにおいて増収を達成。

• 調整後営業利益では、アプリビジネス事業が前年同期比+103.3％の756百万円と大幅改善。

フィンテック事業では償却負担の増加等により前年同期比-36.9％となる99百万円。

中期経営計画2027（Tech & Innovation Partner）の初年度は計画通りに進捗。

• アプリビジネス事業の拡大、ビジネスプロデュース事業への進出も順調に進展。

• 複数の資本業務提携を含む戦略的パートナーシップの取り組みを推進し、下期よりEX-DX事
業による業績寄与が開始。

2026年3月期業績は売上高72億円、調整後営業利益3億円。特別利益の計上を見込む。

• 連結子会社のフィノバレーをTIS株式会社へ譲渡する基本合意書を締結※。

• 株式譲渡が実施された場合、フィノバレー(フィンテック事業)は、当社の連結対象から除外
されるが、中期業績目標は変更なし。また、本件株式譲渡に伴い、26/3期に特別利益が発生
する見込み。

本資料ハイライト

株式会社アイリッジ｜STRICTLY PRIVATE AND CONFIDENTIAL 2

※ 2025年4月25日開示「連結子会社の異動（株式譲渡）に関する基本合意書締結のお知らせ」をご参照ください。

2025 年 3月期の通期業績については、売上高および調整後営業利益が、2月に開示した修正業績見通しを上

回る結果となりました。今期は既存取引先との取引拡大を軸に、複数の資本業務提携を実施しました。また、

下期からは EX-DX事業が業績に寄与しています。なお、EXとは「エンプロイー・エクスペリエンス」の略で、

従業員満足度を高めるためのソリューションです。中期経営計画の初年度として、おおむね計画通りに進捗し

ました。
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決算説明

2026 年 3 月期の業績見通しおよび、連結子会社であるフィノバレーの株式譲渡については、この後に説明

します。

売上高は前年同期比17.4%の増収、調整後営業利益※は売上高の増収及び粗利率の改善等により
前年同期比269百万円増となる259百万円で着地。25/3期4Q単独では期末賞与や来期以降の大型
案件に備えた一過性費用を計上。

25/3期通期決算概要

株式会社アイリッジ｜STRICTLY PRIVATE AND CONFIDENTIAL 5

(百万円）

24/3期 25/3期 （ご参考）

連結 連結 25/3期

通期 前年同期比 通期 前年同期比 4Q単独 前年同期比

売上高 5,712 +5.4% 6,708 +17.4％ 2,031 +9.0%

売上総利益 1,747 -12.8% 2,149 +23.0％ 623 -13.6%

売上総利益率 30.6% -6.4pt 32.0％ ＋1.5pt 30.7% -8.1pt

調整後営業利益 -10 ― 259 ― 82 -73.1％

調整後営業利益率 ― ― 3.8％ ― 4.1％ -10.9pt

経常利益 -87 ― 208 ― 67 -74.6％

親会社株主に帰属する
当期純利益 -1,156 ― -10 ― -86 ―

※調整後営業利益＝営業利益＋株式報酬費用＋M&Aにより生じた無形資産の償却費用＋その他一時費用。

続いて、2025 年 3月期の決算概要です。連結売上高は前年比 17.4% 増収の 67 億 800 万円、調整後営業利

益は 2億 5,900 万円となりました。

第4四半期単独では、売上高は前年同期比9%増収となりました。ただし、売上原価および販売管理費において、

期末賞与や翌期以降の大型案件に備えた一過性の費用を計上したことにより調整後営業利益は前年同期比で減

少しました。

売上高～経常利益は直近予想を上回って着地。なお、特別損失として、連結子会社である株式
会社プラグインに係るのれん等の減損損失を117百万円計上したこと等により、当期純利益とし
ては予想を下回って着地。

2025年3月期通期業績予想との差異について（特別損失の計上）

株式会社アイリッジ｜STRICTLY PRIVATE AND CONFIDENTIAL 6

(百万円）

24/3期
連結

25/3期
連結

通期実績
直近予想

(A)
通期実績

(B)
進捗率
(B/A)

売上高 5,712 6,500 6,708 103.2％

調整後営業利益 -10 240 259 107.9％

営業利益 -91 200 219 109.5％

経常利益 -87 190 208 109.4％

親会社株主に帰属する
当期純利益 -1,156 120 -10 ―

業績予想との比較では、売上高から経常利益までの各項目において、直近の予想を上回る着地となりました。

一方で、子会社であるプラグインに関してのれんの減損損失を認識し、特別損失として計上しました。これに

より、当期純利益は直近の予想を下回る結果となりました。
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調整後営業利益の変動要因（セグメント別）
（百万円）

25/3期通期の調整後営業利益は前期比+269百万円と大幅に改善。アプリビジネス事業において
は、既存取引先を中心に取引が順調に拡大し、資本業務提携に基づく取り組みも進捗。ビジネ
スプロデュース事業も順調に立ち上がっており、新規顧客の獲得が進展。25/3期4Qにおいて期
末賞与や来期以降の大型案件に備えた一過性費用を計上。

調整後営業利益の変動要因

株式会社アイリッジ｜STRICTLY PRIVATE AND CONFIDENTIAL 7

24/3期通期
調整後
営業利益

全社経費
セグメント
間調整

25/3期通期
調整後
営業利益

アプリビジネス事業 ビジネスプロデュース事業 フィンテック事業

売上増
原価・販管費

増減
売上増

原価・販管費
増減

売上増
原価・販管費

増減

2591

-93

-7012-2461

184

200

-10

償却負担増、組織体
制拡充による人件費
増

開発遅延の解消ライ
センス料の積上げに
よる原価率改善

新規顧客獲得による
案件積上げ

既存顧客を中心に取引拡大
資本業務提携に基づく取り
組みが進展

既存取引先の
売上拡大 期末賞与や来期以降

の大型案件に備えた
一過性費用を計上

調整後営業利益は前期比で 2億 6,900 万円増加し、2億 5,900 万円となりました。主な要因は、アプリビジ

ネス事業において既存取引先を中心に取引が順調に拡大したこと、また資本業務提携に基づく取り組みが進捗

したことによるものです。

全てのセグメントにおいて増収を達成。
調整後営業利益においてはアプリビジネス事業が前年同期比+103.3％と堅調に推移。フィンテ
ック事業については償却負担の増加、組織体制の拡充による人件費の増加等の影響により、前
年同期比-36.9％の減益。

セグメント別実績の概況

株式会社アイリッジ｜STRICTLY PRIVATE AND CONFIDENTIAL 8

(百万円)

24/3期 25/3期 （ご参考）

通期 通期 前年同期比 4Q単独 前年同期比

売
上
高

連結 5,712 6,708 +17.4％ 2,031 +9.0％

アプリビジネス事業 3,608 4,418 +22.4％ 1,367 +27.5％

ビジネスプロデュース事業 1,505 1,672 +11.1％ 436 -13.3％

フィンテック事業 601 623 +3.7％ 231 -19.4％

調整額 -4 -6 － -4 －

調
整
後
営
業
利
益

連結 -10 259 －－ 82 －－

アプリビジネス事業 372 756 +103.3% 195 -18.4％

ビジネスプロデュース事業 107 143 +34.1％ 43 -52.2％

フィンテック事業 157 99 -36.9％ 52 -54.0％

全社経費 -666 -760 － -214 －

調整額 18 19 － 4 －

セグメント別の業績については、全セグメントにおいて増収となりました。

利益面では、アプリビジネス事業が前期比 103.3%の増益となった一方で、フィンテック事業はソフトウェア

償却費の増加や、組織体制の拡充に伴う人件費の増加により、前期比 36.9%の減益となりました。

決算説明
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決算説明

828 866 840
1,073 938 1,074 1,037

1,367

235 345 421

503
316

554
365

436

55
94 164

287

77

108
206

231

1,117
1,306

1,425

1,862

1,332

1,736
1,608

2,031

24/3期

1Q 2Q 3Q 4Q

25/3期

1Q 2Q 3Q 4Q

アプリビジネス事業 ビジネスプロデュース事業 フィンテック事業

25/3期4Q単独の売上高は前年同期比＋9.0％。
アプリビジネス事業において、既存取引先を中心に取引が順調に拡大していることに加え、戦
略的パートナーシップの取り組みを推進しており、下期よりEX-DX事業による業績寄与が開始。

売上高の推移(セグメント別)

株式会社アイリッジ｜STRICTLY PRIVATE AND CONFIDENTIAL 9

※上記の各事業別の売上高にはセグメント間の内部取引に係る金額及びセグメント内の調整額を含んでいる。

前年同期比+9.0%売上高の推移（セグメント別）
（百万円）

売上高については、第 4四半期において前年同期比 9%の増収となりました。アプリビジネス事業では、戦略

的パートナーシップに基づく取り組みが順調に進捗しており、特に下期からは EX-DX事業による収益が寄与

しています。

21.0% 17.0% 14.4% 13.7% 15.9% 13.3% 14.8% 14.2%

43.0%
42.7% 42.0%

36.7% 38.1% 40.7% 38.1% 44.2％

14.1%
13.8%

13.3%
10.9%

16.0% 12.1% 13.5%
10.9%

78.0%
73.5%

69.6%

61.3%

70.1%
66.2% 66.4% 69.3％

24/3期

1Q 2Q 3Q 4Q

25/3期

1Q 2Q 3Q 4Q

原価人件費 外注費 その他

25/3期4Q単独の原価率は、期末賞与や来期以降の大型案件に備えた一過性費用を計上し、前年
同期比で＋8.0ptとなる69.3％を計上。

原価率の推移（連結）

株式会社アイリッジ｜STRICTLY PRIVATE AND CONFIDENTIAL 10

前年同期比＋8.0pt
原価率の推移（連結）
（売上高比：％）

原価率については、第 4四半期に 69.3%となり、前年同期比で上昇しましたが、これは期末賞与の計上など

による一過性の要因です。
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18 38 74

240
159

229 171 195

-34
21

29

91

1

72

25
43

-5

3
46

113

-25

4

68
52

-171
-168 -163 -162

-173 -191 -181 -214

24/3期

1Q 2Q 3Q 4Q

25/3期

1Q 2Q 3Q 4Q

アプリビジネス事業 ビジネスプロデュース事業 フィンテック事業 全社経費

25/3期4Q単独の調整後営業利益は、期末賞与や来期以降の大型案件に備えた一過性費用を計上
し、前年同期比で-206百万円の減益。

調整後営業利益の推移（セグメント別）
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調整後営業利益の推移（セグメント別）
（百万円）

※上記の各事業別の調整後営業利益にはセグメント間の内部取引に係る金額及びセグメント内の調整額を含んでいる。

前年同期比-206百万円

-189 -100

-8

288

-32

120
88 82

調整後営業利益は、第 4四半期単独では期末賞与の計上に伴う原価増により、前年同期比では減少しましたが、

8,200 万円を計上し、第 3四半期と同水準を維持しています。

284 295 299 284 289 303 302 336

26 18 18
11 10

19 17
1135 35 35

31 36
43 33

4117 17 17
17 4

4 3
327 33 27

27 32
30 28

7162 66 65
80 66

76 75

86454 467 462 453 439
477 462

551

24/3期

1Q 2Q 3Q 4Q

25/3期

1Q 2Q 3Q 4Q

その他経費

業務委託費

のれん償却費

管理諸費・支払報酬

採用費

人件費

25/3期4Q単独の販売管理費は、期末賞与や来期以降の大型案件に備えた一過性費用を計上し費
用が増加。

販管費の推移（連結）
（百万円）

販売管理費の推移（連結）

株式会社アイリッジ｜STRICTLY PRIVATE AND CONFIDENTIAL 12

販売管理費については、第 4四半期において期末賞与や来期以降の大型案件に備えた一過性の費用を計上し

たことにより増加しました。
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2,855 3,027 3,277 3,548 3,910 4,067 4,403 4,721 4,996 5,367 
5,788 5,977 

6,830
7,389 

7,834 8,145 
8,676 8,758 

8,079 8,268 8,607 8,906 
9,344 

9,783 10,145 10,356 

2018年

10-12月

2019年

1-3月 4-6月 7-9月 10-12月

2020年

1-3月 4-6月 7-9月 10-12月

2021年

1-3月 4-6月 7-9月 10-12月

2022年

1-3月 4-6月 7-9月 10-12月

2023年

1-3月 4-6月 7-9月 10-12月

2024年

1-3月 4-6月 7-9月 10-12月

2025年

1-3月

当社プロダクト導入アプリのMAUは１億を突破、前年同期比＋16.3％と堅調に推移。

当社プロダクト導入アプリのMAUの推移

株式会社アイリッジ｜STRICTLY PRIVATE AND CONFIDENTIAL 13

※ MAU(Monthly Active Users )は当社プロダクト導入アプリを月に1回以上起動しているユーザー数を集計(一部推計を含む)。

前年同期比＋16.3%

当社プロダクト導入アプリのMAU ※の推移
（万ユーザー、各四半期平均）

続いて、当社の重要指標について説明します。

当社プロダクトを導入しているスマートフォンアプリを月に 1回以上起動しているユーザー（MAU）数は、

1月から 3月までの月平均で 1億 356 万ユーザーとなり、引き続き順調に推移しています。

287 286 293 302 296 308 315 318 352 367 370 389 

135 143 139 166 162 189 204 196 
222 268 277 

441 
422 429 432 468 458 497 519 513 

574 
635 648 

830 

23/3期

1Q 2Q 3Q 4Q

24/3期

1Q 2Q 3Q 4Q

25/3期

1Q 2Q 3Q 4Q

ストック型収益（月額報酬・ライセンス等） ストック型収益（3カ月以上の準委任契約）

ストック型収益は前年同期比+61.6％の増収。業務提携の取り組みが進捗し、EX-DX事業関連の
収益が寄与を開始。ライセンス等の収入も順調に推移。

ストック型収益の推移
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※3カ月以上の準委任契約及び月額報酬・ライセンス等(APPBOXなどのサービス利用料やアプリのシステム保守料等)をストック型収益として分類。
※ストック型収益にはフィンテック事業によるものを含まない。

ストック型収益※及び構成比の推移
（百万円）

前年同期比+61.6％

次に、ストック型収益についてです。前年同期比で 61.6%の増収となり、順調に推移しています。資本業務

提携の取り組みが進展し、EX-DX事業関連の継続的な契約形態による開発支援案件が増加したことが、ストッ

ク型収益の積み上げに寄与しました。
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決算説明

フィンテック事業では、4Qより神奈川県寒川町「さむかわPay」の新規導入を支援。島根県海士
町「ハーンPay」においては普及促進に向け海士町・商工会・観光協会との4者協定を締結。

フィンテック事業：デジタル地域通貨プラットフォーム「MoneyEasy」
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全国で展開中の
デジタル地域通貨

神奈川県秦野市
「OMOTANコイン」
(秦野市、横浜銀行、
フィノバレー）

福島県磐梯町
「ばんだいコイン」
（磐梯町）

千葉県木更津市
「アクアコイン」
（木更津市、君津信用組合、
木更津商工会議所）

東京都世田谷区
「せたがやPay」
（世田谷区、
世田谷区商店街振興組合連合会）

東京都板橋区
「いたばしPay」
（板橋区、板橋区商店街振興組合
連合会・板橋区商店街連合会）

東京都府中市
「ふちゅチケ」
（むさし府中商工会議所）

東京都東村山市
「東村山アインPay」
（一般社団法人
東村山地域振興機構）

飛騨高山エリア
「さるぼぼコイン」
（飛騨信用組合）

岐阜県
「ぎふ旅コイン」
（岐阜県、一般社団法人岐阜県
旅行業協会、岐阜県観光連盟）

岡山県真庭市
「まにこいん」
（真庭市、トマト銀行
中国銀行・真庭商工会）

長崎県佐世保市
「させぼeコイン」
（佐世保市）

高知県
「ジモッペイ」
（高知信用金庫）

長崎県大村市
「ゆでぴ」
（大村市、十八親和銀行）

長崎県南島原市
「MINAコイン」
（南島原市、十八親和銀行、
ミナサポ、南島原市商工会、
ふくおかﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ）

熊本県人吉市
「きじうまコイン」
（人吉市、
きじ馬スタンプ協同組合）

島根県海士町
「ハーンPay」
（海士町)

神奈川県寒川町
「さむかわPay」
（寒川町商工会）

※ フィンテック事業を営む株式会社フィノバレーについては、2025年5月9日現在、TIS株式会社との間で同社の全株式を譲渡する基本合意
書を締結しており、2025年6月に株式譲渡を予定しています。

フィンテック事業では、第 4 四半期に神奈川県寒川町の新規導入を支援したほか、島根県海士町において

「ハーン Pay」の普及促進を目的とした 4社協定を締結しました。

以上が、通期決算業績の概要となります。なお、（P16、P17 の）四半期ごとの推移表および貸借対照表は参

考資料として掲載しており、説明は省略します。

78

143
163

177

228
245 256 256 257 257 249

18/7期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期

1Q 2Q 3Q 4Q

連結従業員数は前期末から7名減となる249名。アプリ開発案件の引合いは継続して強く、引き続
きプロジェクトマネージャーを中心とした採用の強化を図る。

（ご参考）従業員数の推移
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前期末より7名減期末従業員数（連結）
（人）

従業員の推移については、3月末時点の連結従業員数は 249名で、前期末から 7名の減少となりました。（P19

から P21は）1月以降に当社が発表したニュースリリースの一覧ですが、個別の紹介は省略しますので、参考

資料としてご確認ください。
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決算説明

中期経営計画2027（Tech & Innovation Partner）で掲げた成長戦略に対する25/3期の取り組み
は順調に進捗。

25/3期の振り返り
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〇：25/3期は既存顧客との取引拡大を中心にアプリビジネ
ス事業の売上高は前年同期比で＋22.4％と堅調に推移。

〇：APPBOXパートナープログラムの参画企業が30社を突
破し、システム連携が進む。

〇：ディップとの連携によるEX-DX事業の取り組みが順調
に進捗。バイトルトークを始め、新たなDXサービスの
提供を開始。

△：DX領域の支援に特化したデジタルイノベーション室を
設置。25/3期は新規営業や提案など種まきを実施

〇：新規顧客の獲得が進展。沖縄テレビとの業務提携を始
め、同事業領域は順調な立ち上がり。

△：デジタル地域通貨プラットフォーム「MoneyEasy」を
25/3期に3件新規導⼊するも費用負担増加により減益。

〇：人材リソース最適化プラットフォーム「Co-Assign」の
新規導入が順調に進捗。

〇：沖縄テレビとの業務提携、ディップとの資本業務提携
及び博報堂との資本業務提携を実施。博報堂との合弁
会社「HAKUHODO BRIDGE」を設立し、25年4月より営
業を開始。

25/3期の振り返り

アプリビジネス事業の継続成長

成長戦略①

アプリ以外のDX領域への展開

成長戦略②

ビジネスプロデュース事業領域への進出

成長戦略③

新規事業の創出・成長加速

成長戦略④

顧客企業との戦略的パートナーシップの強化

成長戦略⑤

それでは続いて、主な経営事業トピックスを紹介します。個々の取り組み状況の詳細は、こちらにまとめて

います。

全体として、中期経営計画で掲げた成長戦略に関する 2025 年 3月期の取り組みは、おおむね順調に推移して

います。（P24）以降のページは、2025 年 3月期の取り組み内容を振り返る参考資料となりますが、時間の

都合により個別の説明は省略します。

連結子会社であるフィノバレーの全株式をTIS株式会社へ譲渡する基本合意書を2025年4月25日に
締結。なお、株式譲渡契約については未締結であり、諸条件についても協議中。

連結子会社であるフィノバレーの株式譲渡に関する基本合意について
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株式譲渡に関する基本合意書の内容

・株式譲渡する相手会社の名称 TIS株式会社

・基本合意書締結日 2025年4月25日

・株式譲渡日 2025年6月（予定）

・当該子会社の名称及び事業内容

名称 株式会社フィノバレー

事業内容 デジタル地域通貨プラットフォーム

「MoneyEasy」の企画・開発・運用

・譲渡の内容

譲渡株式数 105,000株

譲渡価額 未定

譲渡益 未定

譲渡後の所有株式数 0株（議決権所有割合）

株式譲渡の理由

• 中期経営計画を推進し、顧客企業のTech &
Innovation Partnerへの成長を目指している中、足
元では、当社の主要な事業領域であるアプリビジ
ネス事業及びビジネスプロデュース事業へ経営リ
ソースを集中して投下し、また、顧客企業との戦
略的なパートナーシップの強化を通じて、新たな
DXサービスを共同提供するなど、新たな事業領域
についても拡張。

• そのような中、デジタル地域通貨事業が持つ成長
可能性を最大限発揮させることが困難な状況にあ
り、フィノバレーの企業価値を最大化することが
できるベストオーナーへの株式譲渡を検討。

• TIS株式会社は、解決に貢献すべき社会課題テーマ
や、「会津コイン」の提供を通じた同領域のプレ
ゼンス獲得などの観点で親和性が高く、フィノバ
レーのさらなる成長が見込める譲渡先であると判
断。

（P31 まで）少々ページを飛ばして、続いて今後の成長戦略および事業計画について説明します。

まず、今年 4月 25日に、フィンテック事業を営む連結子会社フィノバレーの全株式の譲渡に向け、TIS 株式

会社と基本合意書を締結しました。今後のスケジュールとしては、5月中に株式譲渡契約を締結し、6月中に

株式引渡しを行う予定です。
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決算説明

今回の譲渡に伴い、一定の特別利益の計上を見込んでいますが、譲渡金額などの詳細な条件については、本日

時点で協議中です。この株式譲渡がもたらす影響について説明します。

中期経営計画の基本方針に変更なし。フィノバレーの株式譲渡後も、「成長戦略④新規事業の
創出・成長加速」については、新規事業である「Co-Assign」などの成長を加速していくための
継続的な開発や成長投資の実施を継続。

中期経営計画のアップデート

株式会社アイリッジ｜STRICTLY PRIVATE AND CONFIDENTIAL 32

前回公表の中期経営計画2027の全体像（成長戦略）

成長戦略のアップデート箇所

中期経営計画の基本方針に変更なし。

EX事業が当初の想定を超える業績見通し、
人材採用等の追加投資を計画。

Co-Assignなど新規事業の成長を加速して
いくための継続的な開発、成長投資を実
施。

戦略的パートナーシップの加速（ディッ
プ・博報堂・沖縄テレビ）＋長期的な成
長を見据えた新たな提携の推進

成長戦略②

成長戦略④

成長戦略⑤

中期経営計画に関しては、株式譲渡を実施するものの、基本方針に変更はありません。これまで成長戦略の一

環として掲げていた「フィンテック事業の成長加速」については、足元の状況を踏まえ、一部記載をアップデー

トしています。具体的には、新規事業の取り組みを引き続き推進するとともに、新規事業である「Co-Assign」

などの成長を加速させるため、継続的な開発への取り組みや成長投資を継続します。加えて、現在好調に推移

している EX-DX事業への人材採用など、追加的な投資も計画しています。さらに、長期的な成長を見据えた

新たな戦略的パートナーシップの推進も予定しています。

業績目標についても変更なし。株式譲渡が実施された場合、フィノバレー(フィンテック事業)は
当社の連結対象から除外されるが、アプリビジネス事業を中心に、顧客企業との戦略的パート
ナーシップの強化に関する取り組みが順調に進捗し、本中期経営計画を策定した当初の想定を
上回って業績拡大を見込む。

業績目標について
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・連結業績への影響について ・今後の業績目標への影響について

26/3期 27/3期 影響

売上高 72億円 82億円以上 変更なし

調整後営業利益 3億円 5億円以上 変更なし

調整後営利率 4.2% 6.1% 変更なし

セグメント名
25/3期

売上高実績
株式譲渡後

アプリビジネス事業 44.1億円 継続

ビジネスプロデュース事業 16.7億円 継続

フィンテック事業 6.2億円 ―

連結業績への影響 業績目標への影響

フィンテック事業の25/3期業績は売上高6.2億円。株式譲渡後、フィンテック事業は連結対象から除外されるため連
結業績に含まれなくなるが、EX-DX事業などのDX領域拡大が見込まれているため、業績目標としては変更なし。

なお、業績目標については変更していません。今回の株式譲渡によりフィンテック事業は連結業績に含まれな

くなりますが、足元で順調に拡大している EX-DX 事業など、DX領域の成長が見込まれていることから、掲

げている業績目標は変更せずに取り組みを進めていきます。
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決算説明

ここから先（P34 から P47）は、2024 年 5月に公開した中期経営計画の策定背景および成長戦略に関する再

掲となるため、説明は省略します。先ほどご説明したとおり、フィンテック事業に関する記載や足元の取り組

み状況などを踏まえ、一部内容を見直し、修正している箇所がありますので、ご参考ください。

売上高は前年同期比+18.3％※の7,200百万円、調整後営業利益は前年同期比＋88.7％※の300百万
円を目指す。アプリビジネス事業において、ディップとのEX-DX領域の取り組みを加速させるほ
か、採用強化による大幅な人員増を計画。ビジネスプロデュース事業は沖縄テレビとの連携強
化等さらなる取り組み拡大を計画。当期純利益については、連結子会社であるフィノバレーの
株式譲渡による特別利益計上を見込むが、譲渡価額等が未確定のため、現時点では未定。

2026年3月期連結業績の見通し

株式会社アイリッジ｜STRICTLY PRIVATE AND CONFIDENTIAL 48

(百万円）

25/3期連結 26/3期連結

通期実績
(A)

フィノバレー除く
実績
（B）

通期見通し
(C)

前年同期比
(C/A-1)

フィノバレー除く
前年同期比

(C/B-1)

売上高 6,708 6,084 7,200 +7.3％ +18.3％

調整後営業利益 259 159 300 +15.8％ +88.7％

営業利益 219 124 270 +23.2％ +117.7％

経常利益 208 260 +25.0％

親会社株主に帰属する
当期純利益 -10 未定 ―

※ フィノバレーを除く成長率を示しています。

2026年3月期の業績見通し（P48）は、売上高72億円、調整後営業利益3億円を見込んでいます。フィノバレー

を除いた 2025 年 3月期の連結実績との比較では、売上高は 18.3%増、調整後営業利益は 88.7%増となる計

画です。2026 年 3月期は、EX-DX 事業の取り組みを加速させるほか、採用強化による大幅な人員増を計画

しています。また、ビジネスプロデュース事業においては、沖縄テレビとの連携を強化し、さらなる取り組み

の拡大を進めていく予定です。

なお、当期純利益については、子会社株式の譲渡価格が現時点で未確定であるため、未定としています。

2025 年 3月期通期決算に関する説明は以上です。ご清聴ありがとうございました。
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